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JENESYS2019 ASEAN 招へい第 23 陣の記録 

日 ASEAN 学生会議 

対象国：ASEAN 10 か国及び東ティモール 

 

 

１．プログラム概要 

対日理解促進交流プログラム「JENESYS2019」の一環として，ASEAN 加盟 10 か国

（ブルネイ，カンボジア，インドネシア，ラオス，マレーシア，ミャンマー，フィリピン，

シンガポール，タイ，ベトナム）及び東ティモールから各国大学生 129 名が，2020 年 2
月 9 日～2 月 18 日の 8 泊 9 日の日程で来日し，「日 ASEAN 学生会議*」に参加しまし

た。 

日本人学生(9 名)を含む参加国の大学生らは，「アジア諸国と日本の青年ができること」

を共通テーマに，日本とアジア諸国に共通する 5 つの課題別によるグループに分かれ，

グループ A は「観光公害と持続可能な観光開発」，グループ B は「外国人労働者」，グル

ープ C は「質の高い教育」，グループ D は「食品ロス」，グループ E は「防災意識」をテ

ーマとしてプログラムを実施しました。グループ A・C は東京都・京都府，グループ B は

東京都・愛知県，グループ D は東京都・大阪府，グループ E は東京都・宮城県を訪問し，

各地でそれぞれの課題に関連した講義の聴講，関連施設の視察，ワークショップなどを

行い，課題に対する解決策を考えました。また，学生間の相互理解を深め，課題解決に向

けた協働可能なネットワークを形成し，その実現を目指すという方向性を共有しました。

さらに，地方訪問時には，伝統文化等の視察・体験を行い，様々な日本の魅力を直接肌で

感じることが出来ました。 

一行は，プログラム中，各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行い，

帰国前の報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）につ

いてグループ毎に発表しました。 

 

【参加国・人数】ASEAN10 か国，東ティモール 合計 129 名 

（ブルネイ 12 名，カンボジア 12 名，インドネシア 12 名，ラオス 12 名，      

マレーシア 12 名，ミャンマー12 名，フィリピン 10 名，シンガポール 12 名，   

タイ 11 名，東ティモール 12 名，ベトナム 12 名 ※アルファベット順） 

 

【訪問地】東京都，京都府，愛知県，大阪府，宮城県 

 

*本年度の「日 ASEAN 学生会議」は，東京大学の学生を中心に組織される NPO 法人

「MIS 
（Multilateral Interaction with Students）」の協力を得て実施されました。 
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２．日程 
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３．プログラム記録写真  

【グループ A：観光公害と持続可能な観光開発】 

  

2 月 9 日【オリエンテーション】 
2 月 10 日【講義】 

UNWTO 駐日事務所 

  

2 月 11 日【講義】 

株式会社 JTB 総合研究所 

2 月 12 日【講義】 

パソナグループ 

  

2 月 13 日【講義】 

京都市観光 MICE 推進室 

2 月 14 日【視察】 

株式会社川島織物セルコン 
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2 月 15 日【視察】 

清水寺 
2 月 16 日【中間発表会】 

 

【グループ B：外国人労働者】 

 

2 月 9 日【基調講演】 

東京大学未来ビジョン研究センター 

2 月 10 日【講義】 

株式会社グローバルパワー 

  

2 月 11 日【視察】 

浅草寺・仲見世 

2 月 12 日【講義】 

出入国在留管理庁 
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2 月 13 日【視察】 

トヨタ産業技術記念館 

2 月 14 日【講義】 

NPO 法人 ABT 豊橋ブラジル協会 

  

2 月 15 日【視察】 

保見団地 

2 月 16 日【視察】 

東京タワー 

 

【グループ C：質の高い教育】 

  

2 月 9 日【アイスブレイク】 
2 月 10 日【講義】 

文部科学省 
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2 月 11 日【講義】 

特例認定 NPO 法人 e-Education 
2 月 12 日【講義】 

株式会社 Vent 

  

2 月 13 日【視察】 

清水寺 
2 月 14 日【ワークショップ】 

  

2 月 15 日【講義】 

京都大学大学院 教授 
2 月 16 日【中間発表会】 
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【グループ D：食品ロス】 

  

2 月 9 日【イントロダクション】 
2 月 10 日【講義】 

農林水産省 

  

2 月 11 日【講義】 

株式会社コークッキング 

2 月 12 日【講義】 

東京大学大学院 准教授 

  

2 月 13 日【視察】 

大阪企業家ミュージアム 

2 月 14 日【視察】 

大阪いずみ市民生活協同組合 
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2 月 15 日【ワークショップ】 2 月 16 日【中間発表会】 

 

【グループ E：防災意識】 

  

2 月 9 日【オリエンテーション】 2 月 10 日【ワークショップ】 

  

2 月 11 日【視察】 

県ドリームハイツ自主防災隊 

2 月 12 日【視察】 

そなエリア 
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2 月 13 日【視察】 

松島 

2 月 14 日【視察】 

公益社団法人 3.11 みらいサポート 

  

2 月 15 日【講義】 

仙台市連合町内会長協議会 

2 月 16 日【視察】 

江戸東京博物館 

 

【全グループ】 

 

2 月 17 日【表敬訪問】外務省 中山 展宏 外務大臣政務官 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/page3_002807.html 
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2 月 17 日 

【最終報告会】 

2 月 17 日 

【歓送会】 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

【グループ A：観光公害と持続可能な観光開発】 

 ブルネイ学生 

日本は自国に比べてとても発展していて，私が今後自国でどのように行動すべきか，

将来の参考にしたいと思いました。将来の姿を知ることによって準備ができるから

です。もし私が自国で大きなプロジェクトを指導し，提案する機会が与えられた際に

は，観光産業を強化したいと思います。エピデミックや財政破綻，自然災害，戦争な

ど，観光業の発展を阻害するような制御できない事案が起こらないと良いと思いま

す。 

 

 ラオス学生 

始めはこのような会議に参加するのは緊張して怖かったのですが，参加してみると，

参加者がみなフレンドリーで，問題があるといつも助けてくれたのでとてもリラッ

クスして楽しめました。帰国後は，自国の人々の意識を高めるようなイベントや講義

を実施できるよう，他の組織と協力し，持続可能な観光を推進したいと思います。 

 

 ベトナム学生 

JENESYS プログラムに参加して，私が考えていた持続可能な観光のコンセプトや知

識が変わり，視野が広がりました。参加者は各国のいろいろなバックグラウンドを持

った人たちで，その人たちと議論することでとても興味深いトピックについて，違っ

たアプローチや視点を持つことができました。このプログラムに参加し，日本に関す

る知識や理解が広がりました。私は日本の寺院がとても気に入ったので，またいつか

日本を訪れたいと思います。 

 

【グループ B：外国人労働者】 

 マレーシア学生 

各国からの参加者だけでなく，事務局スタッフやファシリテーターからも多くのこ
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とを学びました。SNS を通じてテクノロジーを活用することで，お互いの意見を交

換し，各国の友達と常につながっていたいと思います。日本人の礼儀正しさや時間の

正確さは本当に素晴らしくとても感動しました。JENESYS で得た知識を自国の友人

達と共有し，私たちの小さな活動が社会の外国人労働者に対する認識に対して大き

な変化をもたらすことを信じています。 

 

 シンガポール学生 

この会議に参加する前は，日本における外国人労働者の課題（労働力不足など）につ

いて明確な意見を持っていませんでした。シンガポールでは真逆の問題（労働力の過

剰）が存在します。なので，日本での外国人労働者問題について，より良い解決方法

を考えることは簡単ではありませんでした。日本とシンガポールは，人々の生活や生

活の速度が速い点など，類似点があります。これについては，速い速度についていく

ことができない人たちも一定数いることから，ネガティブな要素でもありますが，私

は，人々により効率的で生産性の高い生活を動機づけるというポジティブな見方を

しています。シンガポールに帰国後は，日本の発展について学んだことのみならず，

この素晴らしい経験や日本の文化，生活習慣についての知識を周囲の人へ共有した

いと思います。 

 

 ベトナム学生 

JENESYS 2019 は私が今までに参加したことのある中で最も良いプログラムの 1 つ

です。JENESYS プログラムの最初から最後まで，たくさんの驚きがありました。ミ

ックスカルチャーや ASEAN 諸国，特に日本の文化を理解するよい機会となりまし

た。ASEAN 加盟国の中のどこかの国で将来キャリアを積みたいと考えている私にと

って，この経験は就職先を考えるのにとても役立ちました。何人かの友人達と情報交

換をすることにより，雇用の市場状況をすぐに知ることができました。日本は先進国

ですが，ベトナムはまだ発展途上国です。2 国間には強い協力関係があり，日本はベ

トナムに巨額の ODA や直接投資をしています。しかし，人口統計学的には，人口，

労働生産人口，ワーキングスタイル，経済状況，国際感覚，外国人労働者に対する認

識など，様々な違いがあります。プログラム終了後は，JENESYS 参加者の代表の一

人として，今後のプログラム促進をサポートし，ベトナムの学生が JENESYS につ

いて知ることができるように努めたいと思います。 

 

【グループ C：質の高い教育】 

 カンボジア学生 

東南アジア諸国から多くの活動的な若者が参加する，素晴らしく啓発的なこのよう

なプログラムに参加することができたことに感謝します。さらに素晴らしかったの

は，日本の代表的な観光地を訪問し，様々な属性を持った若者たちとたくさんの忘れ

られない思い出をつくることができ，また，様々な国における質の高い教育，特に日

本の教育システムに関する新しい知識を得ることができたことです。私は良き教育

者になるともに，教育に情熱と意志を持った若者たちと一緒に，カンボジアの教育シ
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ステムの発展を支援することに協力し，活動的でありたいと思います。 

 

 ラオス学生 

JENESYS2019 の学生会議に参加することができて，とても感動し，思い出深く，た

くさんの刺激を受けました。在ラオス日本国大使館からこの貴重なチャンスをいた

だいたおかげで，この会議とワークショップに参加し，今までの自分の人生の中での

居心地の良い場所から抜け出すことができました。今自分たちが向き合っている課

題，特に教育について自分の考えを共有し，そして，多くの友人たちとこの問題につ

いて議論しました。 私の生活の中で実践できる新しいアイディアを得ることができ

ただけでなく，ASEAN 諸国の友人とのコネクションや，日本という心強いパートナ

ーを得ることができました。私たちが知っているように，今は教育を変える力のない

私たちでも，つながることで，いつか将来，家族や社会に対して影響力を持ち，それ

らを変えることができると思います。さらに，日本の文化に触れ，たくさんの場所を

訪問することができ，人生においてとても感動的で思い出に残る幸せな時間でした。

いつか日本で修士号を取得するために留学できるよう，奨学金に応募することを約

束します！ 

 

 ミャンマー学生 

住み心地のよい国（とくに古都，京都）で，日本語と日本文化を学ぶこと，自国で卒

業後，日本に留学して勉強を続けることを考えています。現在，ミャンマーの教育シ

ステムは過渡期にあるので，JENESYS プログラムで学んだ日本や他の東南アジアの

教育システムを自分の国や地域の人々に共有し，一人の学生の役割として，私たちの

教育を改善するために一緒に良い政策を考えたいと思います。 

 

【グループ D：食品ロス】 

 インドネシア学生 

JENESYS2019 は，日本や ASEAN 加盟国，東ティモールの学生との交流を通じて，

人と人のつながりを強化するプログラムだと思います。このプログラムを通じて，自

分と自分の周りの人々をより深く理解し，違った文化に触れることを期待していま

した。JENESYS2019 の参加者と今後も長くつながり，積極的にインドネシアと日

本の独自の文化を奨励したいです。JENESYS2019 での経験を自分の学校のすべて

の学生に向けて発信し，外国に行くことや日本がいかに美しいかを知ることについ

て動機づけたいと思います。プログラム期間中は，このプログラムの終了後にどのよ

うな新しい取組をすべきか，ASEAN 諸国や日本の代表学生たちと議論しました。私

は，このプログラムの重要な目的は，ASEAN 諸国と日本の学生，若者のプラットフ

ォームとなり，人的つながり，協力関係を強化するために，実用的な思考や施策につ

いて考えを共有し意見交換するだけでなく，既存のプログラムの強化と様々な戦略

を実行することで，経済力強化活動や若者のリーダーシップ能力を強化することだ

と思います。今後，ASEAN 諸国と日本で新しいプログラムや取組が実施されること

を楽しみにしています。私たちはみんな，それぞれの国の未来の希望です。より良い
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世界のために協力していきたいと思います。 

  

 フィリピン学生 

この経験は，とても思い出深く忘れられないものとなりました。私の中で，経験とチ

ャンスのマイレージとなったと思います。このプログラムに参加することができ，日

本人の親切さや寛容さに触れ，ASEAN 各国との懸け橋となれたことを大変嬉しく思

います。このような人生を変える機会をくださった日本の皆様に感謝してもしきれ

ません。このプログラムに参加して，私たちには，社会を再構築し，関係を強化して，

インクルーシブな社会を推進できるという希望があることに気づくことができまし

た。 

 

 シンガポール学生 

この経験は，とても有意義で今後の宝物になると思います。この機会を与えてくださ

った，すべての日本人の親切さとホスピタリティーに感謝の気持ちでいっぱいです。

今後は，議論した課題や，アイディア，解決策を自国で共有したいと思います。シン

ガポールと日本は多くの共通点があることに気づいたので，日本の技術的進歩をシ

ンガポールでも取り入れることができると思いました。ありがとうございます！ 

 

【グループ E：防災意識】 

 フィリピン学生 

日本は素晴らしい国で，科学の進歩，美しい場所や景色，親切な人々や食文化を含め，

とても尊敬しています。また，もし機会があれば日本で教育を受けてみたいと思いま

した。私は，災害時に対しては，日本でも建造物の崩壊や人の命を奪った東日本大震

災の被害があったことからも，フィリピンだけでなくどの国にも強みと弱みがあり

完璧ではないと気づきました。東日本大震災で彼らが受けた被害の話を聞いてとて

も悲しくなりましたが，厳しい状況の中で前向きに取り組む姿勢に安心しました。私

は日本が大好きなので，また訪問できることを楽しみにしています。 

 

 タイ学生 

JENESYS2019 に参加して，本当にやりたいことは若者の力でもできるということ

を実感しました。国や地域を少しでも変えるために，日本と ASEAN 加盟国が協力関

係を構築することはとても重要です。それは，問題解決のための計画をみんなで実行

し，みんなで計画に取り組むことが重要だからです。そして，この分野で実際に働い

ている方とお会いした機会や，専門家から直接話を聞いた様々な経験や知識を忘れ

ないようにしたいです。このプログラムで学んだすべてのことを，生涯大事にしま

す。このような機会に感謝します。 

 

 東ティモール学生 

日本は気候や食べ物など自国とはとても違いましたが，災害や減災について理解す

ることができ，このプログラムは私にとってとても魅力的でした。日本や日本人，日
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本の気候，特に減災について，東ティモールの人々にこの経験を伝えたいと思いまし

た。私の国は災害が起こりやすいので，防災問題を解決するための様々な方法を学ぶ

ことができました。帰国後，東ティモールの友人たちとボランティアのプログラムを

作り，自国の災害と向き合うための減災教育を広めたいと思います。 

 

 

５．受け入れ側の感想（抜粋） 

 講師（グループ A） 

地球規模の課題解決をテーマに，ユース世代が国際交流しながらアイディアを創造

する機会は大変貴重だと思います。また，実際に課題の現場に赴き，住民に話を聞く

中で五感や肌で感じたことからインスピレーションを得て，アイディアを出すプロ

セスが素晴らしいと思います。参加者たちも，とても真剣にサステナブルツーリズム

について学習・探求し，実務的なアイディアを出していたと思います。サーキュラー

エコノミーについての関心の高まりを肌で感じることになりました。 

 

 講師（グループ B） 

これからの将来を担う日本と ASEAN の学生が，単に交流を深めるだけでなく，互い

に関心を寄せるテーマについて，講義や現地視察を通じて，広く・深く理解を深め，

課題・問題を掘り下げ，ディスカッションを重ねることによって論点を明確にし，学

生ならではの提案をつくりあげ発表するという本プログラムは，対日理解促進のみ

ならず，日本と ASEAN の相互理解を深める意味でも，極めて貴重な意義ある機会で

あると思料します。講義では，質疑応答を重ねるごとに理解が深まり，論点が明確に

なっていくように感じられました。後日学生から届いた御礼のメールには，講義の中

で言及した概念について，最終発表会の資料作成時に論点になったことなども記述

されており，熱心に取り組む学生の姿勢が感じられました。最終報告会では，学生な

らではの視点，新鮮な意見が含まれた考察・提言もあり，素晴らしい内容であったと

感じました。 

 

 講師（グループ C） 

日本や ASEAN 諸国の若手リーダーを育成するという意味で非常に有意義な取り組

みだと思います。参加者たちにも，真摯に授業や討議に参加して頂き感謝していま

す。 

 

 視察先関係者（グループ D） 

11 か国から，30 名ほどの学生の方々に見学していただくことができ，良かったと思

います。見学いただいたような「食品リサイクル・ループ」などの仕組みにより，生

ごみも有効に活用して環境に負荷を与えず，なおかつ障がい者の雇用促進も可能な

のだということを知っていただくことに意義があったと思います。とにかく参加者

には，いきいきと積極的に見学いただいたので良かったと思います。色々と質問もい

ただきました。 
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 講師（グループ E） 

日程の最初の段階で全般的内容について，中間に東北等の現地視察という流れは良

いと思います。学生たちは一様に熱心にメモを取り，予想以上に多くの質問がありま

した。帰国後はそれぞれの国において，何らかの活躍が見られるものと思料します。 

 

 

６．参加者の対外発信 

  

（グループ A：カンボジア学生） 

今日は，現在株式会社 JTB 総合研究所グ

ローバルツーリズム分野の主席研究員の

講義がありました。彼は UNWTO で上級

高官になった最初の日本人でした。講義

は持続可能な観光についてでした。講義

の中でカンボジアのスローガンである

《Refill No Landfill》に言及されたのを聞

けて嬉しく思いました。 

（グループ A：マレーシア学生）  

4 日目。観光産業，とくに持続可能な観光

について専門家から多くの知識を得るこ

とができた。私たちのプレゼンは，この

会議に参加する前後の持続可能な観光の

定義についてと，その社会文化，環境や

経済の側面から理解したことについて発

表しました。 
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（グループ B：カンボジア学生） 

今日は NPO 豊橋ブラジル協会とトヨタ工

場を訪問しました。トヨタ工場では，車

の製造の最先端技術のすばらしさに驚き

ました。世界では多くの人が日本の先端

技術と高品質について知っています。我

が国も早く日本のように発展するよう願

っています。特にトヨタの“Good 
Products Come from Good Thinking”と

いう言葉が好きです。 

（グループ B：マレーシア学生） 

今日は愛知県の豊田市にある保見団地を

訪問しました。ここに来る前に，この場

所の住民はほとんどが日本の地方出身者

と日系ブラジル人であると勉強しまし

た。日系ブラジル人の移民の流入による

車の不法駐車やゴミのポイ捨てなどの悪

習慣など、日本人にとってあまり心地の

良いものではなく，差別やマナー違反な

どの問題を引き起こします。マレーシア

でも特に人種問題など，同様の問題があ

ることを思い出しました。より良い住環

境のためには，思いやりと寛容さをもっ

て相互理解をすることが非常に重要で

す。夜には，この後の最終プレゼンの準

備をしました。この活動を通じて，シン

ガポール，ミャンマー，ベトナムといっ

た国それぞれの意見を聞き、外国人労働

者に関する課題について，自身の考えを

広げることができたと思います。 
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（グループ C：ベトナム学生） 

素晴らしい日でした！京都大学教授の講

義は，今私がベトナムの大学で勉強して

いる内容だったのでとても刺激を受けま

した。試験システムの標準化は世界中

で，とくに途上国の教育システムに大き

な（良いものばかりではない）インパク

トをもたらしています。 

そして新幹線で東京に戻り，新宿と秋葉

原で美しい夕焼けの景色をみることがで

きました。 

（グループ C：シンガポール学生） 

中間発表のプレゼン。全員が集合し、教

育をめぐる様々な課題の解決方法にたど

り着いたことは，とても素晴らしい経験

でした。すべての講義と中身の濃い議論

に感謝しています。それは，これまでの

シンガポールでの経験値を超えて，多く

の課題について気づきをもたらしてくれ

ました。正直，すべてのプログラムがも

うすぐ終わってしまうと思うととても悲

しいです。 
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（グループ D：ミャンマー学生） 

大阪からいずみ市まで、バスに 1時間乗

って農園に移動しました。バスの中で昼

食を食べ，高津氏の講義を聞きました。

彼はとても才能があり、彼の話はとても

明確で，彼の講義を聞けたことはとても

幸運だったと思います。  

（グループ D：ミャンマー学生） 

東京から大阪まで新幹線で移動し，大阪城

で日本の歴史について学びました。その

後，大阪企業家ミュージアムで、大阪の歴

代の企業家の革新的な考えや英知について

学びました（ここは大阪に行ったら必ず行

くべき）。とても疲れましたが，とても素晴

らしい夕食で一日が終わりました。  
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（グループ E：フィリピン学生） 

私たちは今松島湾に来ています。2011
年，M9.0 の大地震で最大の悲劇を受けた

場所の 1 つです。日本の地震は 30m 以上

の津波を引き起こし，約 20,000 人の人命

を奪いました。フィリピンでは，1976 年

の M7.9 の最大の地震により，3,000 人の

犠牲者を出しました。 

（グループ E：マレーシア学生） 

この博物館では，江戸‐東京の歴史と文

化を振り返ることができます。独特の建

築，上げ床スタイルの家屋で，常設展で

は，江戸時代から現代までの 400 年の歴

史と生活文化に関するレプリカや様々な

実物を展示しています。  
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

  

（グループ A：観光公害と持続可能な観光

開発） 

持続可能な観光に関わる問題を様々なス

テークホルダーに整理してそれぞれの解

決策を考え，特に旅行会社と若い世代に着

目しました。一つ目の解決策が田舎や人気

のない地域を売り込み，特定地域に集中し

がちな観光客の旅程を変えるもので，二つ

目の解決策が観光についての地域の組合

活動やインターンなどの実践活動を通し

て，若い世代の持続可能な観光についての

意識を高めるものです。 

（グループ B：外国人労働者） 

#ASEANFWMONTH というハッシュタグ

を利用した SNS キャンペーンによって外

国人労働者に対する否定的な見方を解消

します。運動の影響力を高めるために，

JENESYS プログラムを通じて培われた国

際的なネットワークを最大限に活用しま

す。 

  

（グループ C：質の高い教育） 

教育のステークホルダーである教師，保

護者，生徒の 3 者のコミュニケーション

を充実させるプロジェクトを実行しま

す。この活動を通じて，無関心のサイク

ルを断ち切り，教育の未来を先導したい

と考えています。 

（グループ D：食品ロス） 

食品ロス削減，特にビュッフェタイプの

レストランの食品ロス削減について議論

しました。3 つの解決策によってこの問

題に取り組もうと考えました。1 点目は

レストランにマニュアルを用意して余分

な供給を減らすというものです。2 点目

は TABETE にみられるように食べ残しを

保管して必要な人に還元するサービスを

運営すること，3 点目に食用として使え

ない場合にはいずみコープにみられるよ

うな肥料への変換を行うことで食品ロス

の削減につなげようと考えました。 
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（グループ E：防災意識） 

コミュニティベースのグループを作り，

相互支援の考え方を広げ，災害被害軽減

に取り組んでいきます。この目標を達成

するために，JENESYS2019 で学んだ知

見を活用するとともに，様々な国の人と

のメンバーシップを活用していきます。 

 

事業実施団体：株式会社 JTB 


